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ノアの方舟

考古学的研究により、アラファト山（バイブルでノアの方舟が漂着したとされる場所）
から南に約30キロ離れたジューディー山頂1
に150メートルを超す船の形をした遺跡が発見されました。それには、甲板を支える水平の木材が
一定の間隔で並び、腐朽した船の側面に似通ったものです。こうした均衡な構造が自然に作ら
れることはあり得ません。
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地上のすべての邪悪な人々は溺れ、信仰者と動物のつがいはノアの方舟によって救われま
した。この船はジューディー山において、イスラームの勃興まで形を留めていたのです。今日
残っているものは、依然として驚嘆に値します。

シバの寺院
その罪により壊滅的な洪水によって洗い流された別の人々として、シバの民があります。彼
らは創造主である神に背き去り、偶像を崇拝しました。現在、彼らの繁栄していた文明（イエ
メンのマーリブ）の名残りは、決壊したダムの水門、サバ人の碑文、寺院の遺跡など数点のみです2
。（下参照）
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アード、イラム、ウバル
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アードは巨人の国家でした。彼らは「誰が、わたしたちよりも力が強いのでしょうか。」
（クルアーン41:15）とうそぶき、その巨体によって人々を支配していました。預言者フード
は彼らに対し、神を畏れ、誠実であるよう命じました。大半の歴史学者たちにとって、イラム3
の物語は「砂漠のアトランティス」として喩えられたように、単なる寓話か神話のようなもので



した。

しかしそれは、1973年に4,300年前の古代都市エブラがシリア北部で発掘されるまでのこ
とでした。2,500枚もの楔形文字の粘土板（写真上）がエブラの宮殿図書館で次々に発掘され、そ
こには「イラム」を含む、エブラと通商した国々の記録が示されていたのです4。
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1992年、衛星画像を用いて、クルアーンにおいて述べられている位置と、イラムの説明通り
の都市遺跡が、オマーン国境付近の砂漠の奥深くで発見されました。その都市は乳香を炊く陶器
、パルティア人の陶器（写真上）、またそれらを保護する90センチの壁などによってそ
の豊かさをうかがい知ることが出来ます。



発掘作業からは、その都市が巨大な窪みの中に沈み込むような形で、破滅的な結末を迎えたことが
示されています。その上には過去にそびえ立っていた要塞や8本の柱の遺跡が見い出されます。
アード人は彼ら自身よりも熾烈な自然の力によって滅ぼされたのです5。
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サムードの民
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預言者ムハンマドはサムード人によってマダーイン・サーリフというゴーストタウン（写真上・下）
を通りかかった際、このように述べました。
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北へ480キロの地点に位置するペトラのナバテア人と同族であるサムード人は、預言者サーリ
フを猛烈に拒絶しました。そのため神は彼らを破滅的な音波によって滅亡させましたが、彼
らの住居はそのままに残されました。それは後世の人々にとっては実に恐ろしい「しるし
」なのです。

Footnotes:

“‘Arkologists’ claim to have found Noah‘s Ark“, Martin Wroe. The Observer (London) 16 Jan 1994.1

(http://www.yobserver.com/cgi-bin/yobserver/exec/view.cgi/1/8902),
(http://www.viewzone.com/sheba.country.html),

(http://www.ucalgary.ca/UofC/events/unicomm/NewsReleases/queen.htm)

2

ウバルとしても知られています。3



Ebla: A Revelation in Archaeology, Times Books, 1979, Wiedenfeld and Nicolson, Great Britain.4

およそ西暦
300年、古代アラビアの通商路における乳香の中心地だったウバルと呼ばれた都市が、忽然と姿を消しました。伝説によれば
、ウバルの人々は強欲さから腐敗し、悔い改めようともしなかったとされます。彼らへの懲罰のため、神は都市を破壊し、そこへと続
くすべての道も消し去りました。ウバルは数千年に渡って失われたままでしたが、それはクルアーンを始め、ベドウィンの
言い伝え、千夜一夜の中で伝えられ続けてきました。多くの考古学者たちは、ウバルの伝説は作り話以上のものであると確信していまし
たが、発掘調査の成果はありませんでした。しかし、1990年代にNASAの通信衛星とレーダーが、その場所の発見に一役買ったのです。NASA
による助力は、ウバルの位置特定の鍵でした。リモートセンシング衛星、LANDSATとSPOTによる画像は砂漠の中に道筋を見つけ
、それを古いキャラバン通商路の形跡であると特定しました。これらの道筋はオマーン南西部にあるアル＝シスルの町に交わ
りました。探検隊が砂漠内の目印を目指して発掘を開始し、古代の陶器の破片、乳香炊きの陶器、要塞の遺跡などが発見されることにより
、ウバルは実在しており、滅亡もつじつまが合うという考古学者らの推測が的中したのです。伝説は正しかったのであり、ウバルは
破滅的な最後を遂げたのです。発掘からは、巨大な石灰石の洞窟が要塞の下から発見されました。その都市は恐らく、都市の大部分
が地下に没落することによって壊滅したのでしょう。発掘作業によって現在も、4000年前の乳香通商路にまつわる生活の様子が発見され続
けています。（ナショナル・ジオグラフィック誌 マリサ・ラーソンより
http://magma.nationalgeographic.com/ngm/0304/feature2/index.html）
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